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(3) 並行 2 回線送電線において，雷撃を受ける架空地線側の回線のがいし連に発生する過電圧は，反対
側の回線にそれよりも大きくなることを見出している。この場合の雷撃角度の影響について実験的に詳
細に検討し雷撃角度の増大と共に雷撃側の回線のがいし連過電圧が増大し，特に雷撃角度が大きい場
合は，中相のがいし連過電圧が反対側回線の上相のそれよりも大きくなるという現象を見出している。
(4) 雷撃電、流の波形と塔脚接地抵抗の影響については，雷撃電流の立上り時間が短くなるほど塔脚接地
抵抗の大きさが，がいし連過電圧に及ぼす効果が顕著になることを定量的に明らかにしているO
以上のように，本研究で明らかにされた鉄塔構造，雷撃角度・位置・雷電流波形，塔脚接地抵抗など
の要因が鉄塔サージインピーダンスとがいし連過電圧に与える影響の定量的な関係は，送電線路の耐雷
設計の精度向上に重要な知見を与えている。このことは，高精度の雷事故予測を可能とし，高信頼度を
目標とする電力系統の運用に大きく寄与している。よって本論文は，博士論文として価値あるものと認
める。
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